
第47号
2019年

（平成31年）
1月発行

発行：墨田区（地域活動推進課）
〒130-8640　墨田区吾妻橋一丁目23番20号 
03-5608-6202　FAX 03-5608-6934
KATSUDOSUISHIN@city.sumida.lg.jp

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
と
考
え
ら

れ
る
集
中
豪
雨
や
巨
大
台
風
に
よ
る
水

害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
墨
田
区
は
過

去
に
関
東
大
震
災
や
空
襲
に
よ
る
惨
事

を
経
験
し
、
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高

い
区
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
対
策
は
、
地
震
、

火
災
へ
の
対
応
が
主
流
で
し
た
。
墨
田

区
も
水
害
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
水
害
に
対
す
る
備
え
に

も
力
を
注
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
昨
年
６
月
に
墨
田
区
が
各
世

帯
に
配
布
し
た
新
し
い
「
水
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
の
内
容
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
手
元
に
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、

区
役
所
（
都
市
整
備
課
）
、
各
出
張
所
の

ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
入
手
で
き

ま
す
。

水
害
に
は
大
き
く
２
つ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
内な
い

水す
い

氾は
ん

濫ら
ん（
雨
水
出

水
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
集
中
豪
雨

に
よ
っ
て
雨
水
の
量
が
下
水
の
処
理
能

力
を
超
え
て
し
ま
い
、
水
が
地
表
に
溢

れ
出
て
生
じ
る
タ
イ
プ
の
水
害
で
す
。

も
う
一
つ
は
外が
い

水す
い

氾
濫
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
長
時
間
の
集
中
豪
雨
、
高
潮
な

ど
に
よ
っ
て
河
川
堤
防
や
防
潮
堤
の
決

壊
あ
る
い
は
越
流
が
生
じ
、
大
量
の
水

が
市
街
地
に
流
れ
込
ん
で
生
じ
る
タ
イ

プ
の
水
害
で
す
。

内
水
氾
濫
の
場
合
は
、
浸
水
深
は
外

水
氾
濫
の
よ
う
に
深
く
な
り
ま
せ
ん
が
、

急
激
に
水
位
が
上
が
り
ま
す
。
水
が
30

セ
ン
チ
く
ら
い
の
深
さ
に
な
る
と
、
歩

行
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
地
下
室
や
車

の
ド
ア
が
水
圧
で
開
か
な
く
な
り
ま

す
。
建
物
の
地
下
室
、
地
下
街
、
道
路
の

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な
ど
が
特
に
危
険
な
場

所
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
床
上
浸
水
と

な
る
場
合
、
建
物
や
設
備
の
被
害
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
内
水
氾
濫
に
対
す
る

備
え
の
基
本
は
、
大
雨
情
報
に
注
意
を

し
て
危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い
こ
と

で
す
。
建
物
や
設
備
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
土
の
う
を
活
用
す
る
ほ
か
、

止
水
板
を
設
置
す
る
、
床
高
を
上
げ
る
、

設
備
の
高
さ
を
上
げ
る
な
ど
の
対
策
が

効
果
的
で
す
。
被
害
を
受
け
た
際
は
、

水
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
再
建
が

ス
ム
ー
ズ
で
す
。

外
水
氾
濫
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
隅
田
川
は
、
荒
川
の
分
岐
点
で

あ
る
岩
淵
の
水
門
で
水
位
を
制
御
し
て

い
ま
す
の
で
、
外
水
氾
濫
の
危
険
性
は

低
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
荒
川
の

増
水
、
東
京
湾
の
高
潮
に
よ
り
堤
防
が

決
壊
し
て
外
水
氾
濫
に
な
る
可
能
性
は

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
墨
田
区
は
地
盤
面

が
海
抜
よ
り
低
い
た
め
、
特
に
区
の
北

部
・
東
部
で
は
想
定
浸
水
深
が
３
ｍ
以

上
と
な
る
地
域
が
多
く
、
建
物
の
３
階

以
上
で
な
い
と
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
電
気
、
上
下
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
も
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
浸

水
し
た
水
は
ポ
ン
プ
で
排
水
し
ま
す
が
、

水
深
50
セ
ン
チ
以
上
の
状
態
が
２
週
間

以
上
継
続
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
水
氾
濫
へ
の
備
え
は
、
氾
濫
発
生

前
に
区
外
の
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
。
ど
う
し
て
も
避
難

が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
近
隣

の
高
い
建
物
に
避
難
を
し
て
救
助
を
待

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
型
台
風
の
到

来
の
際
は
、
氾
濫
が
想
定
さ
れ
る
１
日

前
に
広
域
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
行
政

か
ら
の
情
報
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、

自
ら
が
情
報
を
取
り
に
い
き
、
自
ら

判
断
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
今
日

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

様
々
な
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
天
気
予
報
を

見
る
際
に
、
台
風
の
進
路
予
想
を
見

て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
検
索
で
、「
荒
川
、
河
川
水
位
」
と
入

力
し
、
国
土
交
通
省
・
荒
川
下
流
河
川

事
務
所
の
「
水
位
・
雨
量
・
ラ
イ
ブ
映

像
」
の
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

荒
川
の
水
位
が
「
避
難
判
断
水
位
」
に

達
し
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
の
情
報

を
即
時
に
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
分
自
身
と
家
族
の
安
全
確
保

（
自
助
）
が
最
優
先
で
す
が
、
さ
ら
に
、

近
隣
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
、
自
力
避
難

が
困
難
な
方
々
（
要
配
慮
者
）
へ
の
対
策

を
地
域
全
体
と
し
て
検
討
す
る
こ
と（
共

助
）
も
必
要
で
す
。

外
水
氾
濫
を
も
た
ら
す
よ
う
な
大
雨

が
発
生
す
る
場
合
、
氾
濫
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
小
旅
行
で
も
す
る
つ
も
り

で
安
全
な
場
所
に
早
め
に
移
動
す
る
こ

と
が
一
番
の
対
策
で
す
。

（
芝
浦
工
業
大
学

  

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教
授

中
村　

仁 

） 

※
平
成
30
年
度
後
期
す
み
だ
地
域
学
セ

ミ
ナ
ー
講
演
（
９
月
22
日
）
よ
り

墨
田
区
に
お
け
る

　
水
害
の
危
険
性
と
そ
の
備
え
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法
泉
寺
（
東
向
島
３
‐
８
‐
１
）
は
、

源
頼
朝
の
御
家
人
葛
西
清
重
の
両
親
の

菩
提
を
弔
う
た
め
に
創
建
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
寺
院
で
（
寺
伝
）
、
境
内
に
は

江
戸
時
代
に
造
立
さ
れ
た
石
仏
や
石
碑

が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
法

泉
寺
に
伝
来
し
た
「
紙し

本ほ
ん

着
ち
ゃ
く

色
し
ょ
く

涅ね

槃は
ん

図ず

」（
通
常
非
公
開
）
を
紹
介
し
ま
す
。

涅
槃
図
と
は
、
仏
教
を
開
い
た
釈し
ゃ

迦か

が
亡
く
な
る
時
の
様
子
を
描
い
た
仏
画

で
す
。
多
く
の
寺
院
で
は
、
釈
迦
の
命

日
と
さ
れ
る
２
月
（
も
し
く
は
３
月
）
15

日
に
懸け
ん

架か

し
、「
涅ね

槃は
ん

会え

」
と
称
す
る
法

要
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

法
泉
寺
の
涅
槃
図
は
制
作
者
不
明
で

す
が
、
箱
書
（
後
述
）か
ら
江
戸
時
代
（
18

世
紀
前
期
頃
）
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
画
面
寸
法
は
、
縦
２
２
１
・
０

セ
ン
チ
、
横
は
１
８
８
・
０
セ
ン
チ
（
表

装
部
分
ま
で
含
め
る
と
縦
３
１
０
・
０

セ
ン
チ
、
横
２
１
８
・
２
セ
ン
チ
）
で
、

大
変
大
き
な
仏
画
で
す
。
画
面
上
部
中

央
に
は
満
月
、
右
手
に
は
飛
雲
に
乗
り

駆
け
つ
け
る
摩ま

耶や

夫ぶ

人に
ん（

釈
迦
の
生
母
）

が
描
か
れ
、
背
後
に
イ
ン
ド
北
部
ク
シ

ナ
ガ
ラ
を
流
れ
る
跋ば
っ

提た
い

河が

を
、
中
央
に

は
、
沙
羅
双
樹
の
下
で
左
側
面
を
見
せ

て
宝
台
に
横
た
わ
る
釈
迦
が
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
釈
迦
の
周
囲
に
は
、
多
く
の

仏
弟
子
や
菩
薩
、
天
部
、
諸
神
、
釈
迦
を

慕
う
人
々
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
嘆
き

悲
し
む
者
た
ち
の
表
情
が
細
や
か
に
描

か

れ
、
人

々

の

悲
し
む
声
が
聞

こ
え
て
く
る
よ

う
な
迫
真
の
描

写
と
な
っ
て
い

ま

す
。
画
面
下

部
に
は
参
集
し

た
伝
説
上
の
生

き
物
や
様
々
な

動
物
達
も
み
え
、

あ
ら
ゆ
る
生
命

が
釈
迦
の
最
期

に
立
ち
会
っ
た

様
子
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
画

面
構
成
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
制
作
さ

れ
た
涅
槃
図
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
丁

寧
に
描
か
れ
た
人
物
の
表
情
や
様
々
な

図
様
か
ら
は
、
制
作
者
が
豊
富
で
良
質

な
絵
画
情
報
に
接
し
得
る
環
境
で
種
々

の
絵
画
技
法
を
体
得
し
て
い
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
本
図
は
仏
画
ら
し
い
平
面

的
な
美
し
さ
に
加
え
、
全
体
の
調
和
に

配
慮
し
た
細
緻
な
筆
遣
い
に
よ
り
、
釈

迦
臨
終
の
荘
厳
な
様
子
を
よ
り
印
象
深

く
し
て
い
ま
す
。

な
お
こ
の
涅
槃
図
に
は
、
文
様
や
図

柄
を
描
き
込
む
描か
き

表
び
ょ
う

装そ
う

が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
劣
化
が
進
行
す
る
と
、
描
表

装
は
本
図
と
切
り
離
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
近
年
の
修
理
の
際
に
も
過

去
の
大
幅
な
改
変
、
補
筆
の
痕
跡
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
描
表
装
と
本
図

が
一
体
的
に
伝
来
す
る
こ
と
は
珍
し
く
、

貴
重
な
事
例
と
い
え
ま
す
。

本
図
が
保
管
さ
れ
て
い
た
木
製
収
納

箱
の
蓋
に
は
、
江
戸
時
代
（
18
世
紀
）
の

法
泉
寺
六
世
住
持
で
あ
っ
た
大
超
（
澄
）

智
溟
に
よ
る
墨
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
本
図
は
宝
泉
寺
（
当
時
牛

込
横
寺
町
、
現
在
は
中
野
区
に
所
在
）

八
世
住
持
青
峰
曇
芝
に
よ
り
寄
付
さ

れ
、
法
泉
寺
の
什
物
に
な
っ
た
と
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
境
内
に
立
つ
享
保
20
年

（
１
７
３
５
）
銘
の
石
塔
「
法
華
経
一
千

部
供
養
塔
」
に
は
、
大
超
（
澄
）
智
溟
が

青
峰
曇
芝
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
涅
槃
図
伝
来
の
背
景
の
一

端
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

本
図
は
墨
田
区
内
で
は
数
少
な
い
江

戸
時
代
制
作
の
仏
画
で
あ
り
、
平
成
30

年
に
墨
田
区
登
録
文
化
財
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。　

法
泉
寺
で
は
、
２
月
15
日
に
涅
槃
会

が
行
わ
れ
、
本
堂
に
こ
の
涅
槃
図
が
懸

架
さ
れ
ま
す
。
参
拝
者
は
拝
観
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
墨
田
区
文
化
財
保
護
指
導
員

武
藤　

健
作
）


